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はじめに
本校は、現在、児童数６０５名、学級数２３学級の松原市公立小学校１５校の中でも比較的大きな規模の学校である。

学級数２３学級には、養護学級（たんぽぽ学級）４学級が含まれており、たんぽぽ学級には本年度２０名の児童が在籍している。また、本校は、肢体不自由学級センター校としても位置づけられており、年度によっては他校区から通学してくる肢体不自由児童もいる。（本年度は他校区からの通学児童はなし）

本校では学校教育目標に「互いに高め合う集団づくりを基盤に、確かな学力の向上と一人ひとりの命と人権を大切にする教育の推進」を掲げ、仲間や教師に「安心・信頼・共感」を持てる集団づくりを、あらゆる教育活動の根幹に据えて、取り組んできている。

また、総合的な学習の時間では、地域の様々な人との出会いを通して、自分を振り返り、仲間や家族とのつながりを考えることを大切にした人権教育に取り組んできている。

こうした中、障がい児教育の推進は本校の重要な教育課題であるとの共通認識のもと、障がいのある児童が学級・学年集団の中に位置づき、互いを大切にし合う集団づくりを進めている。

たんぽぽ学級では、障がいのある児童一人ひとりの実態や課題に応じた学習活動を行うことを目標に、養護学級担当者だけでなく、様々な教職員の支援を得て、できるだけ個別指導ができる体制を工夫し、少人数での指導を重点にして学校体制を組むよう努めてきている。

「総合的な学習の時間」や「道徳の時間」「ボランティアクラブ」等では、地域の障がい者施設との交流、車椅子体験やアイマスク体験、視覚障がい、身体障がい、精神障がいなど様々な障がいのある方やガイドヘルパーをされている方から、さらには障がいのある仲間のお母さんから聞き取りを行うなど、障がいのある仲間のことについて理解がより深まるよう、低学年から系統的に学習を積み上げてきている。

以下、旧４年生の総合的な学習の実践から主として「精神障がい」に関する取組みに焦点を当て紹介したい。

2. 取り組みの内容
　4年「出会い・つながり・ともに生きたい～天美環境ウォッチング　人・まち・くらし」

1 ねらい・共生の視点をもつ
・地域の方々との出会いや交流を通して、様々な立場の方々の生き方に触れ、思いを知り、自分の生活をふりかえる。

・自分のおもいを伝え、仲間のおもいを受け止め、安心できる仲間関係をつくる。

2 教材の設定理由

4年生の子どもたちは、仲間とともにがんばろうとする気持ちが育っており、何事も意欲的に取り組むことができる。各クラスには、一人ずつたんぽぽ学級在籍の仲間がおり、自然に関わる姿が見られる。しかし、話しかけたり遊んだりするのは特定の子であったり、なかなかうまく関われない子もいる。また、障がいのある兄弟姉妹・家族・親戚をもつ子、生活に課題を抱える子、仲間関係に悩む子もいる。

　　　そのように様々な立場を持つ子どもたちも、出会いのあたたかさを感じ、地域の方の生き方に触れ、自分の生活や家族・友達との関係に目を向けていければと思う。そして、自分の思いを仲間に伝えることで、より理解しあえる関係を築いていってほしい、そう願ってこの学習に取り組んだ。
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取組みの流れ
　
２学期

聞こえない体験
アンケート「たんぽぽ学級のおうちの方に聴きたいこと」


３学期
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　初発の感想…自分に返しながら書く。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者に感想を書いてもらう。

　






テーマ別グループによる学習
　

　
)


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

（聞き取り後…ワークシート、お手紙、まとめ２ｈ）

　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　







　　　　　　　




3. 精神障がいのある方との出会い

【まつばら作業所（精神障がい者小規模通所授産施設）との交流を通して】
　　いつも、温かい雰囲気に包まれているまつばら作業所。メンバーさんは、心の障がいと向き合いながらも、前向きに日々通っておられる。スタッフさんは、優しくそして力強く、メンバーさんを支えておられる。そこには、つながり、信頼関係がある。
ここを訪問した学習グループには、兄弟がたんぽぽ学級に在籍している子がおり、なかなか自信が持てないこともある。この出会いを通して、家族との関係を見つめ、胸を張っていってほしいと願った。
聞き取り
　　まつばら作業所からスタッフ１名とメンバー２名に来ていただき聞き取りをした。メンバーさんは、子どもたちにわかりやすいように言葉を選びながら、作業の内容や自分の生活について、また作業所で仲間と出会えた喜びについてお話して下さった。スタッフさんからは、精神障がいとは、さみしいことや心悩ますことが重なり「心のハンドルを切るのが難しく」なった状態であるということなどを教えていただいた。

　
＜聞き取り後の感想＞




交　流
　まつばら作業所に行き、メンバーさんから活動（製品づくり、畑仕事等）やリハビリのこと、ボランティアの手を借りながら地域に出て活動していることなどを教えていただいた。また、製品にも触れさせてもらった。さおり織りの帽子やかばん、ビーズ製品に「うわあ、すごい！かわいい！」「どうやってつくるん？」と歓声をあげていた。その後、じゃんけんサインゲーム・風船バレーで楽しく交流した。我が家のようなあたたかな雰囲気の中で、やさしさを感じていた。


＜交流後のワークシートより＞





4. 取組みを終えて

子どもたちは、多くの人に出会い、その人のくらしや願い、やさしさ、あたたかさにふれることができた。さらに、たくましい生き方にはげまされ、自分自身のこれまでの仲間や家族とのつながりをふり返り、「語る会」では自分の生活や思いを出し合うことができた。
そして、そこには聴いてくれる仲間がいた。共感して、気持ちを返してくれる仲間がいた。子どもたちは、支えてくれる仲間の確かな存在を実感したにちがいない。
＜取り組み後、母にあてた手紙より＞

5. 成果と課題
今年度、5年生となった子どもたち。「天美仕事ウォッチング～心・技・体」の取組みで、地域の仕事場に出かけていった。まつばら作業所では、製品づくりを手伝わせていただいた。 体験した子どもたちは、帰ってくるなり、目を輝かせながら「家みたいやったわ。また来てもいいって！」と喜んでいた。
＜体験後のワークシートより＞


　　「出会い」から、子どもたちが学ぶことは多い。作業所との出会いが、子どもたちの心を豊かにし、家族や仲間との関係を見つめる力を育んでくれた。この学習の本当の成果は、これからの子どもたちの姿に見えてくると期待している。また、同時に見えてくる課題に、前向きに取り組んでいきたい。
そして、今後とも、子どもたちを「どのように地域とで出会わせていくか」について、継続して考えていきたい。学校全体として、系統的に地域との交流を進めていく中で、子どもたちを「地域の子」として、教職員、保護者、地域住民が一丸となって、あたたかく支え、見守っていければと思う。「ちがい」を「豊かさ」として受け止められるような子どもに育つことを願って…。最後になりますが、毎年、子どもたちを快く受け入れてくださるまつばら作業所、その他の施設の方々に心より感謝いたします。







国語教材「手と心で読む」の学習





教材「ぼくのお姉さん」　作：丘　修三　（偕成社）





たんぽぽ学級の保護者から聞き取り


（聞き取り後…ワークシート、お手紙、グループ別学習希望アンケート）





精神障がい





外国の方





高齢者





身体・知的障がい








「まつばら作業所」のメンバー、スタッフから聞き取り





「えるで」で働く方について教材学習


（母の手記より）





高齢者と関わる仕事をする保護者から聞き取り





タイの方とサポーター(もめん)から聞き取り





精神障がい者作業所「まつばら作業所」訪問。見学・聞き取り・交流





身体・知的障がい者作業所「えるで」訪問。見学・聞き取り





特別養護老人ホーム「ゆめあまみ」訪問。見学・聞き取り・交流





阪南大学訪問


留学生(中国)から聞き取り





クラス報告会（２ｈ）グループ別学習で学んだこと、感じたこと





視覚障がいをもつ方とヘルパーの方から聞き取り


（聞き取り後…ワークシート、お手紙）








作文「みんなに伝えたいこと」





まとめ：お家の方へお手紙


この取組み全体で自分が学んだこと、伝えたいことを書く





語　　る　　会


自分をふりかえり、仲間を見つめる。





Ａさんから聞き取り





（前略）まつばら作業所の方が一番うれしかったことは「仲間ができたこと」でした。私は、仲間は大人になっても大事なんだなあと思いました。まつばら作業所の人が言っていたように「精神障がい者」という言葉はいいのかわるいのか考えたいです。





（前略）お話をきいて心に残ったことは「みんな（仲間）がすごくやさしい」ということです。わたしはそれをきいて、こう思いました。「そういう仲間をわたしもほしいなー。」と思いました。（後略）
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みんな入ったしゅんかん「かわいいね。」とかしゃべりかけてくれて、明るいし、しゃべりかたもやさしいし、楽しく遊べたから、いっしょに交流してよかったと思った。みんながやさしいから、安心してしゃべりかけられた。しょう害だからなにもできないわけじゃなく、みんながひとつ手伝ってくれるだけでできることがふえるときいた。









































































































































































































































まつばら作業所の人はみんなやさしくて明るい。仲がよくて、物をつくるのも上手だし、今までいろいろな事を乗りこえてきたんだなあと感じる。（中略）いやなことを言われても気にしないという人もいた。自分はいやな事を言われたらすっごく気にするけど、話をきいて気にしなかったら少しはいい気分になれるかなあと思った。








ぼくはまつばら作業所にいきました。いろいろな障がいがある人がいました。その障がいがある人は、ぼくたちがきて楽しそうにしていました。障がいがあっても特別じゃないといいました。





前は、たんぽぽ（学級）の子と日直が同じだったので、どうやってやればいいのか、どんなやりかたでやればいいかわからなかったけど、今はわかってよかったです。（中略）今日、作業所に行って、家族に「しょう害があってもできることはいっぱいあるねんでえ。」と教えてあげたいです。
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働いている人は、よく働いている手や、やさしい手をしていました。楽しそうに仕事をしていました。働いている人は、みんなでにぎやかに食事できたり、しゃべったり、自分の作品ができるということが、喜びだそうです。苦労するのは、作品がうまくできない時や、考えがうまくまとまらない時だそうです。














「障がいは特別じゃない。」と作業所の人は言っていた。


お母さんは、弟がしょう害を持っていても、決して甘やかさない。私と同じように育てる。その理由は聞いていないけどしょう害はとく別ではないというのもあるんじゃないかと私は思った。（後略）








　この学習で、人のことを考えることとかを学んで、作業所に見学に行ったりしたことを話すと、お母さんはちゃんと聞いてくれたからうれしかった。弟のことをみんなに話して、弟にやさしくする様にしている。この学習で家族ともっとつながれた。


　この学習をして、命の大切さがわかったよ。「産んでくれてありがとう。」（後略）





さおりという道具で、布をおりました。はじめは、どうやってやるかぜんぜんわからなかったけど、やさしく、わかりやすく教えてくれたので、すぐなれて楽しかったです。（中略）「上手だねー。」とか「色をえらぶのが上手」とか言ってくれました。





松原市立天美小学校





２-（１）





出会い・つながり・ともにいきたい


～地域の方々とのあたたかな交流を通して～
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